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顔が赤みを帯び、熱くなってきたら、熟が上がり切った

サイン。薄着にして、酋崩、両わき、脚の付す根を冷や

します。汗をかいたら体をふいて㌔こまめに着替えましょう。

いろんをタイ

抗ウイルス薬

タミフル、リレンザ　イナビル、ラピアクタ

の4種類で、基本的に1歳以上に使います。

自分で吸引するタイプのリレンザやイナビル

は01．2歳児では吸い込めず、ラピアクタは

主に入院治療で使う点滴薬なので　小さい子

どもにはタミフルの粉薬やカプセルが処方さ

れることが多いです。園で飲ませることはし

ませんが、いつから開始したのか確認してお

医師の診断を受け、許可が

出たら再登園。体力が落ち

ているので、歯ではゆった

りと過ごす。

病院を受診し、肺炎や中耳炎

などの合併症が出ていないか

診察を受ける。

※2度めの発熱もある。

脚温が奪われて、寒気を感じ衰鶴布
団を掛けたり、1枚多く着せたりして若柳賂

教組あ
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空し症状　典型的には発熱後24時間以内に、けい

れんや意識陣容、異常行動などを発症します。進

行が早く、治樺をしても約半数ほどが死亡したり、

後遺症を残したりします。インフルエンザ脳症に

はさまざまなタイプがあり、脳症を起こす原因は

はっきりとわかっていません。

合併症がなければ熟は下がる

が」せきや鼻水は、ひどくなる

ことがある。食事や水分がと

れるようになるが、まだ体力

は回復しない。

さいろくてまる、、もの、、、・泉や　灯各。あが　∴璧観

象丁ごんらん・象級て・・ご〔東ん

偏食」がユネスコ。思肇封G盈艮御断り乳温し。

重症化とまんえんを防ぐ

轟減が虫r；患者かま

けフルエガ℃留一瞬きれぬ一

事もあ締れ剛的・凍綿は
いる崎や．多頭が亨的な
綿隠再診もま
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高熱が続き、筋肉痛や関節痛

が出る。せきや鼻水がひどく

なり、さらに症状が暮化する

と、おう牡や下痢が見られる

こともある。

突然38～4ぴC近い熟が出

る。病院でインフルエンザの

診断検査を受ける警

※発熱直後は、陽性反応が

出ないこともある。

少し鼻水やせきが出ること

あるが、普段と変わらずに

学んでいることが多い。
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この飢員　こうちゃんが肌，てし　い机巨。

すらと　しゅうとくん終

ます東史。月号r持そ　そ恒、らこうちゃんを描さし

革触り細面あてて鋸直子そ担ま「ゎぇねぇせん軌、
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波いて・みこって・願今泉豚と自て・穴ん楓して膵孝で・・、と

わにかして吉日伊根椅招棒えようとし乱す。

与どもrこちの溶するr殖えかえ⊥モ

見出でアよ、、杯t亘りと乳・ぉ、乱す。
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発
熱
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ど
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齢
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